
コーリョー建販株式会社（卸売業）

主力製品他補強筋

〇本社所在地:東京都文京区本駒込１丁
目４番３号
〇事業概要:建築工事の省力化と施工性
の向上に資する製品の研究開発
〇常時使用する従業員:１３０名
（コーリョー建販㈱・コーリョー開発㈱2024年9
月期 大田機材㈱2025年3月期）
〇現在の売上高:５１億円
（ コーリョー建販㈱・コーリョー開発㈱2024年9
月期 大田機材㈱2025年3月期）
〇法人番号:1010001002695
〇Web:https://www.koryo-
kenpan.co.jp/

代表取締役
大田 真司

建築工事の省力化技術で地域経済と国土強靭化をけん引
当社は補強筋製品「ダイヤレンNS」を中心に5件の特許を取得し、年間１500件以上の現場で採用され
るなど、省力化技術の第一線を担ってまいりました。今後はこれらの実績と技術を基盤に、国土強靭化
計画を支える中核企業として、建設現場の合理化を推進し、地域経済の活性化と社会インフラ整備に貢
献。革新と挑戦を重ね、100億円企業としての持続的成⾧を実現してまいります。

売上高100億円実現の目標と課題

2032年のグループ売上100億達成に向け、年率10%程度の成⾧を目指す。
① 市場シェアの拡大…既存製品のシェア拡大
② 生産体制の強化…新工場建設及び製造ラインの自動化
③ 新製品の事業化…2030年に新商品を3品目商品化
④ 技術支援体制の整備…補強計算システムの構築
⑤ 地域経済と政策貢献型成⾧…国土強靭化計画に貢献

・主力製品の適用範囲を拡大し、設計・建築工事の省力化と
施工性の向上、さらに労力の削減を提供。

・補強計算の共有システム構築により、補強計算対応の省人
化と迅速な対応を実現可能にする

・工場の新設、製造ラインの自動化等の大規模な設備投資に
より製造量拡大

・開発中のプロジェクトの商品化・日々の開発強化

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・商品開発・技術委員会メンバーによる実大実験、解析の計
画策定

・新たに専任担当を任命
・新工場の移転計画・投資設備計画が策定済である

・主力製品の適用範囲拡大
・増加基調の補強計算依頼への対応
・各工場の生産性向上
・新商品の研究開発
・販路の拡大

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

事業所や製品の写真等

経営者
写真

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



売上高100億円実現ビジョンの３つの柱

〇法人番号:9010001002696（コーリョー開発株式会社）、1010001001458（大田機材株式会社）

コーリョー建販株式会社（卸売業）
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雇用促進（建設業界全体の働き方改革への貢献）
コンソーシアムの取り組みは単に売上を伸ばすだけ

でなく、雇用の拡大と働き方改革を実現するものです。
自社工場での雇用創出はもちろんのこと、現場作業に
おける施工の省力化・簡素化により、建設現場全体の
作業負担を軽減し、現場作業者の生産性と安全性を高
めます。とりわけ基礎工事に関わる専門職の高齢化が
進む中、次世代を担う若手の入職を促すためにも、作
業環境の改善と魅力ある現場づくりが不可欠です。当
社の省力化技術は、その社会的使命を果たす手段と捉
えています。

地域経済牽引（国土強靭化/地方建設業の活性化）
当社の補強筋製品は、まさに国土強靭化計画の根幹

に関わる構造安全性の確保と工事効率化に貢献するも
のです。南海トラフ巨大地震や頻発する風水害への備
えとして、社会インフラの更新と耐震補強が求められ
る中、補強技術の高度化と普及は急務です。
私たちは、その実行主体として自治体や地域ゼネコ

ンと連携し、地方の建設業が持つ技術と施工力を活か
しながら、地域経済の中核を担う役割を果たしていき
ます。開発・生産・雇用を地元で循環させ、持続的な
地域再生に貢献します。


